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・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
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社会
経済

環境
社会
経済

環境
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経済

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載
してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてくださ
い。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更
新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

公共交通機関である自社と、ご利用くださるお客様と各市町村の間に信頼関係を構築するとともに、
会社内においても従業員満足度を高めながら、働きやすい職場環境の整備を図る。

環境
CO₂排出量の大幅削減に向けたＥＶバス導入の促進

ＥＶバス導入台数
2023年に0台（総台数の0％）
2026年に2台（総台数の1％）

社会
経済

営業所構内照明の水銀灯からＬＥＤ化へ環境対策
(2024年 西部車庫・天草営業所・八代営業所の実施、
2025年 玉名営業所・人吉営業所の実施)

水銀灯廃止及び消費電力の削減
2023年消費電力　292,040kw
2026年消費電力　 87,612kw
（2023年比70％削減）

社会

経済

環境
遠隔点呼実施営業所の拡充

遠隔点呼実施営業所の拡大
2023年　1営業所
2026年　2営業所

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 産交バス株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

公共交通としての役割を活かし、安全・安心・快適を提供することで、すべてのステークホルダーの
満足度や利益の最大化を推進するとともに、持続可能な地域づくりへ地域・人をつなぐ貢献する企業
を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


